
第
26
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札

幌
大
会
実
行
委
員
会
（
菊
池
安

吉
委
員
長
）
の
第
３
回
総
会
が

「
書
面
決
議
」
で
行
わ
れ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

予
防
の
観
点
か
ら
、
８
月
の
全

国
大
会
を
「
現
地
開
催
」
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
す
る
変
更

案
が
承
認
さ
れ
た
。
16
日
の
全

体
会
は
ラ
イ
ブ
中
継
（
無
料
）

し
、
分
科
会
の
全
25
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
（
有

料
）
す
る
。

議
案
は
７
月
16
日
、
委
員
ら

57
人
に
送
付
し
、
同
30
日
ま
で

に
過
半
数
の
40
人
か
ら
承
認
を

得
た
。

８
月
16
日
、
札
幌
文
化
芸
術

劇
場
（
ヒ
タ
ル
）
で
行
わ
れ
る

全
体
会
の
開
会
式
、基
調
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
無
観
客
」
で
行
い
、
収
録
を

編
集
後
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
も

配
信
す
る
。

基
調
講
演
は
札
幌
ゆ
か
り
の

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
梯

久
美
子
さ
ん
が
「
歴
史
と
出
会

う

―
新
聞
と
い
う
回
路
」
を

テ
ー
マ
に
話
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
新
し

い
学
び
を
創
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
～
家

庭
、
教
室
、
地
域
を
む
す
ぶ
～
」

に
沿
っ
た
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登

壇
。
来
春
、
私
立
小
学
校
を
開

校
す
る
元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
選
手
の
田
中
賢
介

さ
ん
を
は
じ
め
、
家
庭
や
地
域

活
動
の
中
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り

組
む
農
家
の
主
婦
や
漁
業
者
夫

妻
、
札
幌
藻
岩
高
校
図
書
局
員

の
2
年
生
の
男
女
２
人
と
顧
問

の
教
諭
も
参
加
す
る
。
司
会
は

函
館
市
出
身
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
松
本
裕
子
さ
ん
。

当
初
、
北
海
道
大
学
で
予
定

し
て
い
た
分
科
会（
公
開
授
業
、

実
践
発
表
、特
別
分
科
会
）
は
、

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
収
録
し
、
全

体
会
終
了
後
、
順
次
、
大
会
特

設
サ
イ
ト
（h

ttp
s://n

ie
.

h
o
k
k
a
id
o
-n
p
.c
o
.jp
/

zen
k
ok
u
/on
d
em
an
d
/

）

８
月
に
開
か
れ
る
第
26
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会
（
日
本
新
聞
協
会
主
催
、
北
海

道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
な
ど
主
管
）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
決
ま
っ
た
。
全
国
か
ら
教

育
関
係
者
ら
が
参
集
す
る
「
現
地
開
催
」
で
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
変
更
し
た
。
基
調
講
演
な
ど
の
全
体
会
は
ラ
イ
ブ
中
継
を
無

料
公
開
す
る
。公
開
授
業
な
ど
の
分
科
会
は
全
25
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信（
有

料
）
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は
昨
年
の
東
京
大
会
に
続
い
て
２
回
連
続
。

で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
す
る
＝

６
面
の
一
覧
表
参
照
＝
。
全
体

会
、
分
科
会
と
も
配
信
期
間
は

11
月
30
日
ま
で
を
予
定
。

２
０
０
２
年
以
来
、
19
年
ぶ

り
の
札
幌
大
会
は
当
初
８
月

５
、
６
両
日
を
予
定
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
東
京
五

輪
の
１
年
延
期
に
伴
い
、
札
幌

で
の
マ
ラ
ソ
ン
・
競
歩
競
技
と

大
会
日
程
が
重
な
り
、
ま
た
、

分
科
会
の
北
大
会
場
が
コ
ー
ス

付
近
だ
っ
た
た
め
、
日
程
を
変

更
し
た
。
道
内
外
か
ら
１
６
０

０
人
程
度
の
参
加
を
見
込
ん
で

い
た
。

　ＮＩＥ全国大会札幌大会実行委員会（日本新聞協
会、北海道ＮＩＥ推進協議会など）は、大会参加者
を８月 31 日まで受け付けている。大会の全体会は
申し込み不要でライブ中継を無料公開するが、分科
会の全プログラムは申込制のオンデマンド配信（有
料）となる。
　申し込みはインターネットのみ。大会の特設サ
イ ト（https://nie.hokkaido-np.co.jp/zenkoku/）
で受け付ける。日本新聞協会のホームページからも
アクセスできる。参加料金は一般千円。公開授業、

実践発表の内容について解説した資料（120
㌻程度）も配布される。
　問い合わせは同実行委事務局（北海道新聞
社内）☎ 011・210・5818 へ。

大会参加者を募集大会参加者を募集

◀申し込みはこちらからも

札
幌
大
会

札
幌
大
会  

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

＜ライブ＞
（全体会　８月16日）

開会式　　午後２時～
基調提案　午後２時 35分～
基調講演　午後２時 40分～
パネルディスカッション
　　　　　午後４時 25分～

【全国大会の配信日程】

＜オンデマンド＞
　全体会終了後～ 11 月
30日（予定）
　公開授業、実践発表、
特別分科会を順次、配信。
※全体会は８月24日から
配信予定（手話通訳あり）。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で
変
更

８
月
31
日
ま
で
受
け
付
け

全
体
会  

ラ
イ
ブ
中
継
を
無
料
配
信

全
国
大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ラ
シ

実
行
委
が「
書
面
決
議
」

実
行
委
が「
書
面
決
議
」
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ＮＩＥ全国大会札幌大会は、公開授業と実践発表、特
別分科会を合わせて25のプログラムをオンデマンド配信す
る。授業や発表の概要を紹介する。実践発表、特別分科会
は 4、 5 面に掲載。（記事と写真は北海道新聞社提供）

２
年
社
会

探
究

１
年
道
徳

情
報

１
年
生
の
道
徳「
生
命
の
尊
さ
」

に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
を

授
業
の
目
標
に
す
る
。
医
師
を
目

指
す
首
都
圏
な
ど
の
高
校
生
が
大

阪
大
学
の
病
院
で
心
臓
移
植
手
術

の
見
学
を
し
た
。
こ
れ
を
取
り
上

げ
た
読
売
新
聞
の
「
高
校
生
　
医

療
現
場
へ
」
の
記
事
を
使
う
。

こ
の
記
事
を
近
野
さ
ん
が
選
ん

だ
の
は
高
校
生
目
線
で
取
材
さ
れ

た
命
の
リ
レ
ー
の
記
事
だ
か
ら
と

い
う
。
中
学
生
に
も
自
己
の
生
き

方
を
決
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ

し
い
と
願
う
。

近
野
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
の

心
を
元
気
に
す
る
道
徳
科
の
良
さ

と
新
聞
の
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
」
と

抱
負
を
述
べ
る
。

情
報
科
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
」
を
学
ぶ

2
年
生
約
40
人
が
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
利
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
る
。
使
う
新
聞
記
事
は

①
自
治
体
の
呼
び
か
け
で
夜
、
親

が
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
事
例
②

家
庭
内
ル
ー
ル
が
子
ど
も
に
徹
底

さ
れ
な
い
と
い
う
調
査
内
容
③
予

想
さ
れ
る
具
体
的
な
ト
ラ
ブ
ル
と

そ
の
対
策
法
―
の
三
つ
。

記
事
か
ら
保
護
者
が
な
ぜ
ル
ー

ル
を
求
め
る
の
か
、
自
分
が
保
護

者
と
な
っ
た
ら
何
を
守
ら
せ
る
べ

き
か
を
生
徒
に
問
う
。
桶
さ
ん
は

「
親
と
自
分
の
考
え
の
違
い
に
気

づ
き
、『
自
律
』
し
て
客
観
的
な

思
考
で
行
動
す
る
一
歩
に
し
て
ほ

し
い
」。

２
年
生
約
40
人
に
対
す
る
社
会

科
地
理
の
公
開
授
業
で
は
「
北
国

の
自
然
を
生
か
し
た
観
光
業
」
を

テ
ー
マ
に
観
光
業
の
持
続
可
能
な

発
展
に
向
け
て
必
要
な
こ
と
を
学

ぶ
。観

光
業
は
道
内
各
地
で
盛
ん
に

な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
止
ま
ら

な
い
人
口
の
札
幌
一
極
集
中
な
ど

の
問
題
が
残
る
。
北
海
道
新
聞
な

ど
の
記
事
を
活
用
し
解
の
な
い
問

題
に
向
き
合
い
、
じ
っ
く
り
と
解

決
力
を
養
う
。
日
本
新
聞
協
会
の

Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
年
目

で
、
授
業
で
新
聞
コ
ラ
ム
を
読
む

実
践
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
山
田

さ
ん
は
「
問
い
の
宝
庫
の
記
事
を

通
し
て
主
体
的
・
協
同
的
に
学
ぶ

子
ど
も
を
育
て
た
い
」。

探
究
は
課
題
を
自
ら
設
け
、

「
解
」
を
目
指
す
学
び
。
南
高
で

は
テ
ー
マ
設
定
が
重
視
さ
れ
、
情

報
収
集
し
選
定
す
る
。
社
会
問
題

や
興
味
関
心
の
あ
る
研
究
な
ど
を

グ
ル
ー
プ
で
熟
議
し
、
解
の
な
い

問
い
、
解
が
一
つ
で
は
な
い
問
い

に
挑
戦
し
続
け
る
忍
耐
力
を
身
に

付
け
る
。
３
年
間
で
約
１
０
０
単

位
を
履
修
。
新
聞
も
情
報
収
集
ツ

ー
ル
の
一
つ
だ
。
３
年
生
の
複
数

の
グ
ル
ー
プ
が
学
び
の
集
大
成
と

し
て
全
国
大
会
で
発
表
す
る
。

志
田
さ
ん
は
同
僚
の
長
尾
良
平

さ
ん
、
田
畑
広
樹
さ
ん
と
探
究
学

習
の
導
入
を
進
め
、
現
３
年
生
は

田
畑
さ
ん
が
１
年
か
ら
指
導
し
て

き
た
。
志
田
さ
ん
は
「
大
学
で
の

学
び
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」。

持
続
可
能
な
観
光
模
索

「
解
」な
き
問
い
に
挑
む

「
命
の
リ
レ
ー
」考
え
る

ス
マ
ホ
利
用 

ル
ー
ル
は

公開授業8校公開授業8校
札幌市立真駒内中　山田 耕平教諭（４４）

北海道札幌南高　志田 淳哉教諭（４９）

札幌市立あやめ野中　近野 秀樹教諭（４０）

北海道恵庭北高　桶  雄一教諭（５１）

2021 年（令和 3年）7 月 31 日
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５
年
国
語

４
年
道
徳

６
年
社
会

１
年
国
語

６
年
生
社
会
科
の
歴
史
編
「
武

士
の
世
の
中
へ
」
で
児
童
は
源
頼

朝
が
鎌
倉
幕
府
を
開
く
な
ど
武
家

政
治
を
学
ぶ
。
そ
れ
に
合
わ
せ
鎌

倉
時
代
以
降
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴

史
、
中
で
も
交
易
の
広
が
り
を
紹

介
す
る
。

近
年
、
遺
跡
発
掘
な
ど
で
ア
イ

ヌ
民
族
が
北
東
ア
ジ
ア
を
拠
点
に

交
易
し
て
い
た
歴
史
が
知
ら
れ
て

き
た
。
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
の

人
々
が
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
攻

撃
を
受
け
た
。
北
海
道
新
聞
の
年

表
や
地
図
な
ど
を
使
っ
た
記
事
を

活
用
。
児
童
が
多
角
的
な
見
方
や

考
え
方
か
ら
思
考
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
い
う
。

中
里
さ
ん
は
「
地
域
の
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
で
北
海
道
に
つ
い
て

の
誇
り
や
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し

い
」。

説
得
力
あ
る
文
章
を
書
く
に
は

ど
う
工
夫
す
べ
き
か
。
１
年
生
国

語
の
授
業
で
生
徒
約
30
人
に
記
事

を
読
み
解
か
せ
、
取
材
法
や
書
き

方
を
調
べ
て
も
ら
う
。

記
事
は
三
つ
。
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
導
入
を
巡
る
専
門
家
の
意
見
、

将
来
の
メ
デ
ィ
ア
は
「
デ
ジ
タ
ル

か
紙
か
」
を
テ
ー
マ
に
募
っ
た
読

者
の
意
見
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
が
進
む
学
校
現
場
の
報
告

だ
。
生
徒
は
記
者
や
編
集
者
が
読

者
の
信
頼
を
つ
か
む
た
め
の
ア
イ

デ
ア
を
班
ご
と
に
論
じ
発
表
す

る
。遠

藤
さ
ん
は
４
月
か
ら
、
新
聞

に
不
慣
れ
な
生
徒
に
新
聞
を
読
む

時
間
を
授
業
で
設
け
る
。「
結
論

か
ら
入
る
文
章
が
多
く
具
体
例
も

分
か
り
や
す
い
」
と
話
す
。

環
境
問
題
を
考
え
る
た
め
に
児

童
は
資
料
付
き
の
意
見
文
「
桑
園

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
ス
タ
ー
」
を
作
る
。

た
だ
、
集
め
た
資
料
か
ら
、
ど
ん

な
資
料
を
使
う
べ
き
か
が
児
童
に

は
悩
み
と
い
う
。

こ
の
学
び
を
深
め
る
の
が
５
年

生
国
語
の
「
資
料
を
用
い
た
文
章

の
効
果
を
考
え
、
そ
れ
を
い
か
し

て
書
こ
う
」。
本
時
の
授
業
の
教

材
に
は
北
海
道
新
聞
の
記
事
「
チ

カ
ホ
開
通
10
年
」
を
選
ん
だ
。
Ｊ

Ｒ
札
幌
駅
と
大
通
地
区
を
結
ぶ
地

下
歩
行
空
間
（
チ
カ
ホ
）
の
歩
行

者
数
な
ど
の
推
移
も
書
か
れ
、
夏

井
さ
ん
は
「
身
近
で
記
者
の
主
張

が
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
理
由

を
述
べ
る
。
新
聞
で
新
し
い
見
方

や
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
に
意
欲
的

だ
。

４
年
生
道
徳
の
「
目
標
に
向
か

っ
て
」
で
学
ぶ
元
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア

ン
（
走
り
幅
跳
び
）
谷
真
海
（
ま

み
）
さ
ん
の
活
躍
を
通
し
、
夢
を

大
切
に
し
て
努
力
す
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
た
い
と
い
う
。

谷
さ
ん
は
大
学
時
代
、
病
気
で

右
脚
を
失
い
義
足
で
３
大
会
連
続

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。
苦
し

む
時
に
母
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
た

と
い
う
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
の
記

事
を
児
童
に
示
し
「
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
頑
張

れ
る
」こ
と
を
気
づ
い
て
も
ら
う
。

同
校
は
札
幌
市
の
「
オ
リ
パ
ラ

研
究
推
進
校
」。
調
べ
学
習
で
記

事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
も
作

る
。
上
野
さ
ん
は
「
オ
リ
パ
ラ
に

対
し
て
の
理
解
を
深
め
た
い
」。

資
料
生
か
す
文
を
書
く

夢
に
努
力
す
る
心
育
む

地
域
の
歴
史 

多
角
的
に

説
得
力
あ
る
文
章
と
は

ＮＩＥ全国大会札幌大会ＮＩＥ全国大会札幌大会
札幌市立桑園小　夏井  彩教諭（28）

札幌市立栄南小　上野 裕子教諭（３５）

札幌市立中央小　中里 彰吾教諭（３３）

札幌市立真栄中　遠藤 翔太教諭（３2）

2021 年（令和 3年）7 月 31 日
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食
糧
基
地
・
北
海
道
の
役

割
を
理
解
す
る
た
め
、農
業
、

水
産
業
、
輸
出
入
業
に
従
事

す
る
人
た
ち
の
努
力
や
工
夫

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
１
次
産

業
が
抱
え
る
課
題
や
地
産
地

消
の
大
切
さ
も
具
体
例
な
ど

か
ら
考
え
ま
す
。
生
産
者
、

消
費
者
の
側
だ
け
で
な
く
、

行
政
の
視
点
を
加
え
る
た
め

記
事
を
活
用
し
ま
す
。

　
感
染
症
拡
大
で
観
光
業
が

打
撃
を
受
け
る
中
、
道
内
観

光
に
新
た
な
価
値
を
見
い
だ

す
こ
と
の
で
き
る
力
を
養
う

学
び
を
目
指
し
ま
し
た
。
新

聞
は
、
問
題
提
起
や
情
報
収

集
な
ど
に
活
用
。
多
角
的
に

考
察
す
る
た
め「
食
」「
体
験
」

な
ど
４
項
目
を
設
定
し
て
取

り
組
ん
だ
、
対
話
的
な
学
習

を
紹
介
し
ま
す
。

　
ア
イ
ヌ
文
化
復
興
拠
点

「
ウ
ポ
ポ
イ
」
で
の
体
験
学

習
を
新
聞
に
ま
と
め
ま
し

た
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
「
人

や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ

う
」
に
つ
な
が
る
、
共
に
生

き
て
い
く
と
い
う
視
点
で
、

生
徒
同
士
が
対
話
を
通
じ
て

民
族
共
生
へ
の
考
え
を
深
め

た
実
践
な
ど
を
基
に
発
表
し

ま
す
。

　
空
知
の
炭
鉱
ま
ち
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
炭
鉱
の
灯
が

消
え
た
今
も
「
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の

記
憶
」
は
こ
の
地
に
深
く
根
ざ
し

て
い
ま
す
。
私
は
「
炭
鉄
港
」
を

生
徒
が
自
分
事
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
地
域
教
材
だ

と
思
い
ま
す
。

　
吉
岡
宏
高
さ
ん
と
出
会
っ
た
こ

と
が「
炭
鉄
港
」の
授
業
に
深
み
を

増
す
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
山
口
真
理
絵
記
者
が
執
筆
し

た「
炭
鉄
港
」の
数
々
の
記
事
を
活

用
し
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
考
え
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
美
唄
中
と
特
設
会
場
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
び
、
炭
鉄
港
を
縁
に
知

り
合
っ
た
吉
岡
さ
ん
、
山
口
さ
ん

と
「
産
業
革
命
の
物
語
」
を
発
信

し
ま
す
。�

（
鹿
糠
）

　
北
海
道
に
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
た

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
か
ら
約

１
５
０
年
。２
０
１
９
年
、「
炭
鉄
港
」

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
北
海
道
を
築
く
礎
と
な
っ
た
三

都
（
空
知
・
室
蘭
・
小
樽
）
を
、
石

炭
・
鉄
鋼
・
港
湾
・
鉄
道
と
い
う
テ

ー
マ
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
人
と
知

識
の
新
た
な
動
き
を
作
り
出
そ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
す
。

単
元
に
新
聞
の
電
子
版
や

ウ
ェ
ブ
検
索
で
情
報
を
集

め
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
。
２

人
の
役
割
は
順
に「
解
説
」

を
中
川
、「
実
践
」は
浦
部
、

「
総
括
」
は
２
人
で
行
う
。

新
聞
教
材
と
の
活
用
が
う

ま
く
リ
ン
ク
し
て
い
け
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。�

�

（
中
川
）

　
新
聞
を
扱
い
４
年
目
。

確
か
な
情
報
は
情
報
過
多

社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
で
す
。�

（
浦
部
）

　
よ
り
広
範
な
情
報
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
小
学
４
年
国

語
「
新
聞
を
作
ろ
う
」
を

　
地
域
の
出
来
事
が
、
広
く

日
本
、
世
界
と
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
新
聞
記
事
を
使

っ
て
知
り
、
考
え
を
深
め
る

こ
と
を
公
民
的
分
野
で
の
授

業
で
目
指
し
ま
す
。
教
科
書

に
な
い
情
報
は
、
新
聞
だ
け

で
な
く
、
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
な
ど
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
も
活
用
し
て
得
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
あ
ふ
れ
る
情
報
を
的
確
に

活
用
す
る
力
と
課
題
解
決
の

ア
イ
デ
ア
を
生
む
力
を
伸
ば

す
た
め
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
（
Ｄ
Ｂ
）
を
使
っ
た
実

践
を
紹
介
し
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
が
地
域
に
与
え
た
影
響

と
世
界
遺
産
登
録
を
控
え
る

「
縄
文
遺
跡
群
」
に
関
す
る

学
習
で
、
Ｄ
Ｂ
だ
か
ら
で
き

る
学
び
を
発
表
し
ま
す
。

　
ア
イ
ヌ
民
族
の
格
差
問
題

の
克
服
に
向
け
、
先
人
の
思

想
や
生
き
方
を
手
掛
か
り
に

考
察
し
た
実
践
で
す
。
新
聞

は
生
徒
の
見
方
、
考
え
方
を

育
む
た
め
、
社
会
認
識
を
形

成
す
る
た
め
の
入
り
口
と
し

て
用
い
ま
し
た
。「
現
代
社

会
」
の
授
業
で
、
経
済
分
野

と
倫
理
分
野
を
融
合
さ
せ
た

形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
食
に
関
わ
る
学
習
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

地
域
学
習
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

ア
イ
ヌ
文
化
学
習
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

日本の産業基盤を築いた
日本遺産「炭鉄港」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
の

Ｎ
Ｉ
Ｅ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

 実践発表・特別分科会 実践発表・特別分科会

札
幌
市
立
山
の
手
南
小

釧
路
市
立
青
陵
中

新
ひ
だ
か
町
立
三
石
中

音
更
町
立
緑
南
中

函
館
市
立
亀
田
中

北
海
道
北
見
北
斗
高

沢
田  

敦
教
諭（
３９
）

柳
沢 

脩
介
教
諭（
28
）

川
上 

知
子
教
諭（
３９
）

市
立
美
唄
中鹿

糠 

昌
弘
教
諭（
４8
）

放
送
大
学

中
川 
一
史
教
授（
6１
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
炭
鉱
の
記
憶

推
進
事
業
団
（
岩
見
沢
）

吉
岡 

宏
高
理
事
長（
５7
）

横
浜
市
立
荏
子
田
小

浦
部 

文
也
教
諭（
３３
）

北
海
道
新
聞
旭
川
報
道
部

山
口 

真
理
絵
記
者（
2９
）

掛
水 
成
幸
教
諭（
４３
）

川
端 

裕
介
主
幹
教
諭（
４０
）

山
崎 

辰
也
主
幹
教
諭（
４５
）

特
別
分
科
会

2021 年（令和 3年）7 月 31 日
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学
校
図
書
館
は
「
本
の

あ
る
部
屋
」
や
「
読
書
の

た
め
の
場
所
」
と
し
て
だ

け
で
な
く
、「
情
報
セ
ン

タ
ー
」「
学
習
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
新
聞
が
配
置
さ

れ
る
よ
う
財
政
措
置
が
さ

れ
て
お
り
、
複
数
の
新
聞

資
料
を
準
備
し
、
授
業
を

支
援
す
る
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。大
会
で
は
、

高
校
国
語
で
の
新
聞
の
読

み
比
べ
や
総
合
的
な
探
究

の
時
間
で
行
っ
た
「
新
聞

切
り
抜
き
作
品
」
の
取
り

組
み
を
発
表
し
ま
す
。
小

中
学
校
で
の
実
践
も
紹
介

す
る
予
定
で
す
。（
加
藤
）

　
新
し
い
時
代
に
必
要
な

「
発
信
す
る
力
」
を
育
て
る

こ
と
を
目
指
し
、
総
合
的
な

学
習
の
ま
と
め
や
自
由
研
究

を
新
聞
に
し
て
各
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
し
ま
し
た
。
児
童

10
人
前
後
で
し
た
が
、
審
査

さ
れ
る
こ
と
で
意
欲
の
高
ま

り
を
感
じ
ま
し
た
。
前
任
校

で
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
だ
６

年
間
の
手
応
え
を
発
表
し
ま

す
。

　
新
聞
記
事
を
単
に
英
訳

す
る
の
で
な
く
、
自
分
の

も
の
と
し
て
取
り
込
み
、

思
い
や
感
想
を
交
え
て
相

手
に
内
容
を
伝
え
る
こ
と

を
主
眼
に
置
き
ま
し
た
。

資
料
は
同
僚
だ
っ
た
渡
辺

さ
ん
に
頼
み
、
授
業
者
の

視
点
の
偏
り
を
減
ら
す
こ

と
で
生
徒
に
多
様
な
思
考

の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�

（
山
崎
）

　
正
確
性
や
文
章
構
成
な
ど

か
ら
新
聞
記
事
は
文
章
の
模

範
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
３

年
生
を
対
象
に
、
記
事
を
活

用
し
た
作
問
な
ど
を
通
し

て
、
国
語
の
学
び
を
振
り
返

る
試
み
を
行
い
ま
し
た
。「
新

聞
を
学
習
の
振
り
返
り
に
活

用
す
る
」「
国
語
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
す
」
の
二
つ
の

内
容
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
。

　
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も

温
か
い
話
題
を
伝
え
、
明
る

い
未
来
を
考
え
て
ほ
し
い

と
、
12
年
間
、
道
徳
教
育
で

新
聞
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
朝
学
習
や
授
業
の

導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
実

践
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
れ
も

授
業
の
ね
ら
い
に
合
わ
せ
て

記
事
を
加
工
し
、「
教
材
化
」

し
て
使
う
実
践
で
す
。

　
金
融
資
産
の
多
様
化
が
進

む
一
方
、
高
校
生
が
関
わ
る

「
お
金
」
は
限
定
的
で
す
。

金
融
経
済
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
に
、
北
海
道
新
聞
社

の
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使

い
、
情
報
収
集
の
プ
ロ
セ
ス

の
支
援
に
注
力
し
ま
し
た
。

生
徒
自
ら
必
要
な
情
報
を
選

び
、
整
理
す
る
力
の
支
援
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　「
選
挙
と
メ
デ
ィ
ア
と
の

向
き
合
い
方
」
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
肢
体
不
自
由
児

の
生
徒
た
ち
は
移
動
に
制
約

が
あ
り
、
社
会
経
験
が
不
足

し
や
す
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
多
様
な
価
値
観
に

触
れ
ら
れ
る
新
聞
を
活
用
し

て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権

公
約
）
か
ら
参
政
権
の
行
使

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
普
段
の
買
い
物
が
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
と
関
わ
る
「
フ
ー
ド
ロ

ス
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を
自

分
事
と
し
て
考
え
る
授
業
が

で
き
ま
し
た
。
新
聞
に
は
身

近
な
話
題
や
興
味
関
心
の
あ

る
こ
と
が
載
っ
て
い
る
の

で
、
題
材
へ
の
考
え
を
深
め

る
補
助
教
材
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

小
規
模
校
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ

学
校
図
書
館
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

英
語
学
習
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

金
融
学
習
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ

道
徳
学
習
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ

言
語
活
動
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

ＮＩＥ全国大会札幌大会ＮＩＥ全国大会札幌大会

富
良
野
市
立
扇
山
小

北
海
道
岩
見
沢
高
等
養
護

札
幌
市
立
藤
野
中

伊
藤 

静
香
教
諭（
４３
）

北
海
道
七
飯
高

加
藤 

孝
志
司
書
教
諭（
５１
）

小
樽
市
立
菁
園
中

山
崎 

史
朗
教
諭（
４４
）

札
幌
市
立
手
稲
中
、稲
積
中

浅
村 

麻
姫
子
学
校
司
書（
４6
）

小
樽
市
立
桜
町
中

渡
辺 
雅
代
学
校
司
書（
6１
）

札
幌
市
立
北
郷
小

山
田 

佳
子
司
書
教
諭（
５１
）

曳
田 

和
樹
教
諭（
28
）

三
上 

毅
朗
教
諭（
３2
）

札
幌
市
立
北
都
中

田
中 

大
地
教
諭（
27
）

苫
小
牧
市
立
日
新
小

矢
島  
勲
教
諭（
４３
）

札
幌
新
陽
高

高
石 

大
道
教
諭（
３１
）

実
践
発
表

2021 年（令和 3年）7 月 31 日
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８
月
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札

幌
大
会
で
紹
介
す
る
８
校
の
公

開
授
業
の
テ
ー
マ
・
単
元
が
決

ま
り
、
実
践
発
表
、
特
別
分
科

会
を
合
わ
せ
全
25
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
が
固
ま
っ
た
＝
一
覧
表

参
照
＝
。

公
開
授
業
校
は
、
小
学
３
、

中
学
３
、
高
校
２
。
国
語
、
社

会
、
道
徳
、
総
合
、
情
報
の
教

科
別
に
、
各
校
の
教
諭
が
指
導

案
を
練
っ
た
。
授
業
の
テ
ー
マ

は
、
元
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

に
学
ぶ
夢
の
大
切
さ
、
自
然
を

生
か
し
た
北
海
道
観
光
の
振
興

策
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用

ル
ー
ル
な
ど
時
代
に
即
し
た
内

容
が
多
い
。

15
あ
る
実
践
発
表
は
、
教
諭

や
学
校
司
書
、計
17
人
で
行
う
。

特
別
支
援
学
校
の
取
り
組
み
や

ア
イ
ヌ
文
化
学
習
、
英
語
教
育

で
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
、
北
海
道
の
食
な

ど
多
彩
だ
。

特
別
分
科
会
は
二
つ
。
放
送

大
学
の
中
川
一
史
教
授
（
札
幌

出
身
）
が
、情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の

学
び
を
発
表
す
る
。
日
本
遺
産

「
炭
鉄
港
」
を
地
域
教
材
に
す

る
美
唄
中
の
鹿
糠
昌
弘
教
諭

は
、
産
業
遺
産
の
大
切
さ
を
学

ぶ
授
業
を
公
開
す
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会

実
行
委
員
会
は
８
月
12
～
14

日
、札
幌
大
会
開
催
に
合
わ
せ
、

日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
が
発
行

す
る
子
ど
も
向
け
新
聞
を
、
大

会
主
管
社
の
北
海
道
新
聞
本
社

（
札
幌
市
中
央
区
）
１
階
の
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
「
Ｄ
Ｏ
―
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
で
展
示
す
る
。

小
中
学
生
向
け
の
新
聞
は
、

子
ど
も
に
関
心
の
高
い
話
題
が

多
く
、
漢
字
に
ふ
り
が
な
が
振

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
新
聞

に
親
し
む
き
っ
か
け
に
な
る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
休
校
な
ど

で
、
家
庭
学
習
へ
の
関
心
が
高

ま
り
発
行
部
数
を
伸
ば
す
新
聞

も
あ
る
。

会
場
に
は
全
国
36
社
の
新
聞

を
展
示
す
る
。
各
社
10
部
ず
つ

置
き
、
手
に
と
っ
て
自
由
に
見

ら
れ
る
。
３
日
間
と
も
午
前
10

時
～
午
後
４
時
ま
で
。
無
料
。

展
示
の
様
子
は
オ
ン
デ
マ
ン

ド（h
ttp
s://n

ie.h
okkaid

o-
n
p
.c
o
.jp
/
z
e
n
k
o
k
u
/

on
d
em
an
d
/

）
で
も
配
信
す

る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会

の
開
会
式
で
は
、
北
海
道
石
狩

翔
陽
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局
の

３
年
生
３
人
が
、
司
会
者
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
手
話
通
訳
す
る
。

３
人
は
「
全
国
規
模
の
大
会
参

加
は
初
め
て
、
ち
ょ
っ
と
緊
張

し
ま
す
」と
気
を
引
き
締
め
る
。

３
人
は
、
局
長
の
長
沢
明
穂

さ
ん
、太
田
夏
南
海
（
な
な
み
）

さ
ん
、
高
関
優
月
さ
ん
。
と
も

に
高
校
で
手
話
を
本
格
的
に
始

め
た
。
開
会
式
の
進
行
を
担
当

す
る
高
校
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や

来
賓
の
紹
介
な
ど
を
手
話
通
訳

す
る
。
司
会
者
の
話
す
ス
ピ
ー

ド
は
手
話
よ
り
早
い
た
め
、
進

行
に
合
わ
せ
る
の
は
難
し
そ
う

だ
が
、
分
担
し
な
が
ら
大
役
に

挑
戦
す
る
。

高
関
さ
ん
は
、
中
学
時
代
に

聴
覚
障
害
者
か
ら
手
話
を
教
わ

り
興
味
を
持
っ
た
。
長
沢
さ
ん

は
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思

っ
て
入
局
。
太
田
さ
ん
は
、
練

習
す
る
う
ち
に
手
話
が
ど
ん
ど

ん
楽
し
く
な
っ
た
。
３
人
と

も
大
会
へ
の
参
加
を
聞
き

「
驚
い
た
け
れ
ど
、翔
陽
高
校

に
声
が
か
か
っ
て
う
れ
し

い
」と
、
台
本
を
基
に
練
習

を
重
ね
本
番
に
備
え
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
札
幌
大
会
で
は
、

記
念
新
聞
の
制
作
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ

リ
ス
ト
、
大
会
ロ
ゴ
の
デ
ザ

イ
ン
で
も
高
校
生
が
協
力
す

る
。

い
た
り
し
た
話
な
ど
を
基
に
、

成
果
を
動
画
に
ま
と
め
た
授
業

を
紹
介
し
た
。

「
子
ど
も
新
聞
」

「
子
ど
も
新
聞
」

全
国
の

全
国
の
3636
社
展
示

社
展
示

ＮＩＥ全国大会札幌大会　授業者・発表者
区分 学校 教科 テーマ・単元 授業者・発表者 学校名等

公
開
授
業 

⑻

小
学
校

国　語 資料を用いた文章の効果を考えて書こう 夏井彩 札幌・桑園小

社　会 武士の世の中へ 中里彰吾 札幌・中央小

道　徳 目標に向かって 上野裕子 札幌・栄南小

中
学
校

国　語 説得力のある文章の工夫 遠藤翔太 札幌・真栄中

社　会 北海道地方〜豊かな自然を生かした観光〜 山田耕平 札幌・真駒内中

道　徳 尊い命をつなげる 近野秀樹 札幌・あやめ野中

高
校

総　合 探究活動発表 志田淳哉 札幌南高

情　報 インターネットを利用したサービス 桶雄一 恵庭北高

実
践
発
表 

⒂

中 社　会 アイヌ文化学習とＮＩＥ 川上知子 新ひだか・三石中

高 現代社会 アイヌ文化学習とＮＩＥ 山崎辰也 北見北斗高

小
社　会

北海道の食に関わる学習とＮＩＥ 沢田敦 札幌・山の手南小

中 北海道の食に関わる学習とＮＩＥ 掛水成幸 音更・緑南中

小 小規模校のＮＩＥ 伊藤静香 富良野・扇山小

中

国　語 言語活動とＮＩＥ 田中大地 札幌・北都中

社　会
地域学習とＮＩＥ 柳沢脩介 釧路・青陵中

地域学習とＮＩＥ 川端裕介 函館・亀田中

小 道　徳 道徳学習とＮＩＥ 矢島勲 苫小牧・日新小

中 英　語
英語学習とＮＩＥ 山崎史朗 小樽・菁園中

英語学習とＮＩＥ 渡辺雅代 小樽・桜町中司書

高 探究基礎 金融学習とＮＩＥ 高石大道 札幌新陽高

高 特別支援学校におけるＮＩＥ 曳田和樹 岩見沢高等養護

中 社　会 特別支援学級におけるＮＩＥ 三上毅朗 札幌・藤野中

他 学校図書館とＮＩＥ

浅村麻姫子 札幌・手稲中、稲積中司書

山田佳子 札幌・北郷小

加藤孝志 七飯高

特
別
分
科
会
⑵

大
学 ＧＩＧＡスクール時代のＮＩＥとＩＣＴ

中川一史 放送大学（千葉市）

浦部文也 横浜市立荏子田 ( えこだ ) 小

中 社　会

日本の産業基盤を築いた
日本遺産「炭鉄港」

 鹿糠昌弘 美唄中

他
吉岡宏高 炭鉱の記憶推進事業団

（本部・岩見沢市）

山口真理絵 道新旭川報道部

全
国
大
会 

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
ろ
う

公
開
授
業
も
テ
ー
マ
決
ま
る

公
開
授
業
も
テ
ー
マ
決
ま
る

石
狩
翔
陽
高
生
が
手
話
担
当

 

開
会
式  

局
長
の
長
沢
さ
ん
ら
３
人

（敬称略）

Ｎ
Ｉ
Ｅ
札
幌
大
会
で
手
話

を
担
当
す
る
石
狩
翔
陽
高

の
（
右
か
ら
）
長
沢
明
穂

さ
ん
、
太
田
夏
南
海
さ

ん
、
高
関
優
月
さ
ん

2021 年（令和 3年）7 月 31 日

6



Ｎ
Ｉ
Ｅ
第
５
回
札
幌
地
区
セ

ミ
ナ
ー
（
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進

協
議
会
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究

会
共
催
）
が
６
月
12
日
、
北
海

道
新
聞
本
社（
札
幌
市
中
央
区
）

１
階
「
Ｄ
Ｏ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
で
開

か
れ
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
札
幌
大
会
の

プ
レ
発
表
会
と
位
置
づ
け
、
道

内
各
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

し
た
ベ
テ
ラ
ン
教
諭
ら
約
50
人

が
見
つ
め
る
中
、
小
中
高
校
の

教
諭
が
特
色
あ
る
実
践
を
発
表

し
た
。
内
容
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
に
向
け
収
録
し
た
。

札
幌
市
立
山
の
手
南
小
の
沢

田
敦
教
諭
（
39
）
は
、
５
年
社

会
の
授
業
で
、
食
糧
基
地
・
北

海
道
の
役
割
に
つ
い
て
の
学
び

を
深
め
る
実
践
を
発
表
。
道
内

の
コ
メ
や
小
麦
の
生
産
量
な
ど

を
学
ん
だ
後
、
食
料
自
給
率
に

つ
い
て
考
え
た
。「
新
聞
記
事

を
使
う
こ
と
で
、
よ
り
広
い
視

点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
」
な

ど
と
話
し
た
。

札
幌
市
立
北
都
中

の
田
中
大
地
教
諭

（
27
）
は
、
生
徒
が

新
聞
記
事
を
使
っ
て

作
問
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
３
年
間
の
国

語
学
習
を
振
り
返
る

授
業
を
発
表
。「
新

聞
は
表
現
や
文
章
構

成
の
手
本
に
な
る
」

ほ
か
、「
他
の
人
の

Ｎ
Ｉ
Ｅ
札
幌
大
会
の
基
調
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
取
材
し
、
記
念
新
聞

を
制
作
す
る
高
校
新
聞
局
員
16

人
が
６
月
19
日
、
北
海
道
新
聞

本
社
で
、
現
役
記
者
か
ら
取
材

Ｎ
Ｉ
Ｅ
札
幌
大
会
に
向
け
最

後
と
な
る
第
３
回
全
体
会
が
７

月
31
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か

れ
た
。
公
開
授
業
や
実
践
発
表

を
担
当
す
る
教
諭
や
司
会
者
、

助
言
者
ら
約
40
人
が
参
加
し
、

準
備
状
況
や
大
会
の
成
果
を
ま

と
め
る
「
大
会
集
録
」
作
成
に

つ
い
て
、
分
科
会
ご
と
に
打
ち

合
わ
せ
た
。

大
会
の
主
管
団
体
、
北
海
道

Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
の
菊
池
安

吉
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
取
り
組

み
は
全
く
色
あ
せ
る
こ
と
は
な

い
」
と
、
大
会
成
功
へ
の
自
信

を
の
ぞ
か
せ
た
。

分
科
会
ご
と
の
打
ち
合
わ
せ

は
、
全
19
分
科
会
の
う
ち
12
分

科
会
で
行
わ
れ
た
。
授
業
収
録

を
終
え
た
教
諭
は
、
新
聞
を
使

う
授
業
を
通
し
て
「
記
事
が
読

む
こ
と
と
書
く
こ
と
を
つ
な
ぐ

こ
と
に
気
付
い
た
」と
述
べ
た
。

今
後
収
録
を
予
定
す
る
教
諭

は
、
既
に
４
回
プ
レ
授
業
を
行

い
周
到
に
準
備
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

問
題
を
解
く
こ
と
で
、
自
分
で

は
気
付
か
な
い
振
り
返
り
が
で

き
る
」
こ
と
も
紹
介
し
た
。

札
幌
新
陽
高
の
高
石
大
道
教

諭
（
31
）
は
、
３
年
探
究
基
礎

で
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
考

え
た
。
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
使
っ
て
学
ん
だ
内
容
を
掘

り
下
げ
た
り
、
専
門
家
か
ら
聞

日
高
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
（
盛
永

美
樹
会
長
）
の
総
会
と
学
習
会

が
７
月
10
日
、
新
ひ
だ
か
町
立

三
石
中
で
開
か
れ
た
。
学
習
会

は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
札
幌
大
会
の
プ
レ
発

表
と
位
置
づ
け
教
諭
ら
約
20
人

が
参
加
し
、
同
校
の
川
上
知
子

教
諭
が
「
ア
イ
ヌ
文
化
学
習
と

Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
の
テ
ー
マ
で
実
践
発

表
し
た
＝
写
真
＝
。

川
上
教
諭
は
、
前
任
校
の
日

高
町
立
門
別
中
で
行
っ
た
取
り

組
み
を
発
表
し
た
。内
容
は「
新

聞
作
り
」
と
「
新
聞
記
事
の
効

果
的
な
活
用
」
の
二
つ
。「
新

聞
作
り
」
で
は
、
白
老
町
の
ア

イ
ヌ
文
化
復
興
拠
点
「
民
族
共

生
象
徴
空
間
（
ウ
ポ
ポ
イ
）」

を
訪
問
し
て
学
習
し
た
伝
統
家

屋
チ
セ
や
衣
装
、
舞
踊
な
ど
に

つ
い
て
整
理
、
分
析
し
て
ま
と

め
、
校
内
や
地
域
の
人
に
発
表

し
た
こ
と
や
、
新
聞
を
基
に
青

森
市
の
中
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
ん
で
授
業
を
行
っ
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
た
。

学
習
会
に
先
立
ち
開
か
れ
た

総
会
で
は
、
２
０
２
１
年
度
事

業
と
し
て
、
地
区
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
、協
力
な
ど
を
決
め
た
。

同
研
究
会
は
２
０
１
８
年
に
発

足
し
、
３
周
年
を
迎
え
た
。

執
筆
の
要
点
や
注
意
点
な
ど
を

学
ん
だ
。

北
海
道
札
幌
啓
成
高
と
市
立

札
幌
旭
丘
高
の
１
、
２
年
生
が

参
加
。
同
社
の
取
材
記
者
の
ほ

か
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
紙
面
編
集

担
当
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
話
を
聞

い
た
。
同
社
報
道
セ
ン
タ
ー
の

水
野
富
仁
記
者
は
、
分
か
り
や

す
い
記
事
を
書
く
に
は
「
読
者

の
目
線
で
取
材
執
筆
し
、
何
を

強
調
し
て
書
く
の
か
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
」
な
ど
と
、
長
年

の
取
材
経
験
を
基
に
話
し
た
。

カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
事
前
に
両

校
の
生
徒
が
撮
っ
た
写
真
を
使

い
な
が
ら
、
写
真
の
一
部
を
切

り
取
っ
て
構
図
を
整
え
る
ト
リ

ミ
ン
グ
の
方
法
を
紹
介
。
編
集

担
当
者
か
ら
は
、
紙
面
レ
イ
ア

ウ
ト
や
少
な
い
文
字
数
で
表
現

す
る
見
出
し
の
難
し
さ
、
大
切

さ
な
ど
を
学
ん
だ
。

制
作
す
る
新
聞
は
、
札
幌
大

会
の
特
設
サ
イ
ト（h

ttp
s:/
/

n
ie
.h
okkaid

o-n
p
.co.jp

/
zen
k
ok
u
/on
d
em
an
d
/

）

で
紹
介
す
る
。

い
た
り
し
た
話
な
ど
を
基
に
、

成
果
を
動
画
に
ま
と
め
た
授
業

を
紹
介
し
た
。

8
月
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会
に
向
け
準
備
が
進
む
。
公
開
授
業
や
実
践
を
全
国

に
紹
介
す
る
教
諭
ら
は
内
容
を
吟
味
し
録
画
撮
り
に
余
念
が
な
い
。
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
記
念
新
聞
で
伝
え
る
高
校
生
は
、
現
役
記
者
か
ら
記
事
の
書

き
方
な
ど
を
学
ん
だ
。「
北
海
道
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」を
伝
え
る
準
備
は
、大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。

「
北
海
道
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」入
念
に
準
備

「
北
海
道
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」入
念
に
準
備

「
実
践
」収
録 
50
人
見
つ
め
る

札
幌
セ
ミ
ナ
ー  

小
中
高
３
教
諭
が
発
表

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
に
向
け
た
収
録

も
行
わ
れ
た
第
５

回
札
幌
地
区
セ
ミ

ナ
ー

新聞作り 現役記者に学ぶ新聞作り 現役記者に学ぶ
記念紙担当記念紙担当  高校新聞局員が講習高校新聞局員が講習

本
番
へ
最
後
の
全
体
会

本
番
へ
最
後
の
全
体
会

川
上
教
諭
プ
レ
発
表

日
高
研
究
会
学
習
会

札
幌
大
会
に
向
け
模
擬
取
材

も
行
っ
た
講
習
会

8月札幌大会

2021 年（令和 3年）7 月 31 日
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児
童
数
が
３
５
０
人
近
い
規

模
の
学
校
で
、
新
聞
を
活
用
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て

全
校
的
に
取
り
組
ん
だ
。「
新

聞
作
り
」「
作
文
を
新
聞
に
投

稿
」「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
作

成
」
な
ど
、
特
別
支
援
学
級
を

含
め
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
。

中
で
も
、
全
児
童
が
作
っ
た

新
聞
の
「
校
内
展
示
会
」
は
初

め
て
の
試
み
。
コ
ロ
ナ
禍
で
他

学
年
と
の
交
流
が
極
端
に
少
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

だ
。
新
聞
の
そ
ば
に
は
読
者
の

感
想
が
書
け
、冨
樫
さ
ん
は「
コ

メ
ン
ト
を
残
し
合
う
こ
と
で
、

学
年
を
超
え
た
活
動
が
で
き

た
」
と
喜
ぶ
。
校
外
の
人
に
も

審
査
し
て
も
ら
い
、
児
童
の
学

習
意
欲
向
上
に
も
つ
な
げ
た
。

小
規
模
校
と
い
う
特
徴
を
生

か
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
学
校
経
営
計

画
に
位
置
づ
け
る
。
教
科
を
限

定
せ
ず
、
生
徒
の
「
表
現
力
・

読
解
力
」
向
上
を
目
指
し
て
学

校
全
体
で
実
践
を
進
め
る
。

毎
週
月
曜
日
の
朝
の
会
の
前

の
10
分
間
を「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」

と
し
て
、
新
聞
を
読
み
、
発
表

さ
せ
る
。
当
初
は
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
な
じ
み
や
す
い
記
事
が
多
か

っ
た
が
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
問
題
」

な
ど
徐
々
に
社
会
的
な
記
事
に

も
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

杉
本
さ
ん
は
「
生
徒
の
成
長
す

る
姿
が
見
ら
れ
る
」
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ

の
効
果
を
実
感
す
る
。

使
っ
た
記
事
と
発
表
原
稿
は

掲
示
し
、
学
び
の
蓄
積
を
確
認

で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

５
年
間
の
実
践
が
評
価
さ
れ

た
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
国
語
科
教
諭
と

し
て
、
小
論
文
対
策
に
な
れ
ば

と
始
め
、
授
業
冒
頭
の
「
２
分

間
ス
ピ
ー
チ
」
を
継
続
し
て
い

る
。
興
味
の
あ
る
新
聞
記
事
を

一
つ
選
び
、
内
容
や
意
見
を
発

表
し
て
質
問
に
答
え
る
。
政
治

や
科
学
、
人
生
相
談
、
地
元
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
、
新
聞
を
使
う
こ

と
で
「
社
会
」
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

小
牧
さ
ん
は
「
生
徒
に
と
っ

て
、
ス
マ
ホ
は
自
身
を
拡
張
す

る
道
具
、
新
聞
こ
そ
他
者
と
出

会
う
ツ
ー
ル
」
と
言
う
。
継
続

す
る
こ
と
で
、
新
聞
を
読
む
こ

と
に
生
徒
の
抵
抗
は
な
く
な
っ

て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
21
年

度
も
実
践
指
定
校
を
続
け
る
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

（
菊
池
安
吉
会
長
）
の
総
会
が

５
月
22
日
、
北
海
道
新
聞
本
社

（
札
幌
市
中
央
区
）
を
拠
点
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
＝
写

真
＝
。
議
事
は
事
前
に
「
書
面

決
議
」
で
行
い
、
８
月
に
札
幌

で
開
か
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会

開
催
に
注
力
す
る
ほ
か
、
地
区

セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
も
精
力
的
に

取
り
組
む
活
動
計
画
案
な
ど
が

承
認
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。総

会
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
実
践
指
定
校
の
代
表
者

ら
約
30
人
が
参
加
。
菊
池
会
長

は
「
全
国
大
会
は
北
海
道
の
優

れ
た
実
践
を
発
信
す
る
好
機
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
一

層
の
広
が
り
を
期
待
し
た
。

２
０
２
１
年
度
活
動
計
画
案

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
昨
年
度
２
回
に
と
ど

ま
っ
た
地
区
セ
ミ
ナ
ー
を
、
全

国
大
会
後
を
中
心
に
計
６
回
行

う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

21
年
度
予
算
案
と
と
も
に
承
認

さ
れ
た
。

21
年
度
の
実
践
指
定
校
は
、

日
本
新
聞
協
会
認
定
校
の
36
校

（
新
規
校
14
校
）
と
推
進
協
議

会
の
独
自
認
定
校
の
新
規
２

校
、
合
わ
せ
て
38
校
に
な
る
予

定
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
新
規
実
践
指
定
校
を
代

表
し
て
、
町
立
平
取
中
の
金
丸

剛
輝
教
頭
が
「
若
い
教
諭
の
授

業
ス
キ
ル
向
上
も
目
指
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

20
年
度
の
実
践
報
告
表
彰

は
、
岩
見
沢
市
立
中
央
小
（
代

表
・
冨
樫
い
ず
み
教
諭
）、
富

良
野
市
立
樹
海
中
（
同
・
杉
本

仁
教
頭
）、
函
館
西
高
（
同
・

小
牧
陽
二
郎
教
諭
）
の
３
校
が

選
ば
れ
た
。
３
校
の
代
表
は
実

践
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
表

し
た
。

現
在
、
14
人
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
全
員
継
続
す

る
。昨

年
度
の
総
会
は
「
書

面
決
議
」
の
み
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
は
な
か
っ

た
。

◇

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌

大
会
は
総
会
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
決

ま
り
、
協
議
会
会
員
に
報

告
さ
れ
た
。

☎
０
１
１
・
２
１
０
・
５
８
０

２
、
フ
ァ
ク
ス
０
１
１
・
２
１

０
・
５
８
２
６
へ
。

北海道ＮＩＥ推進協議会の2020年度実践報告表彰を受賞した 3校
は、新型コロナウイルス感染予防に苦慮しながらも、全校的な取り
組みや、新聞に関心を持たせるための工夫を凝らした授業を積極的
に行った。各校の実践と代表者の声を紹介する。

「
特
別
支
援
」含
め
全
校
で

小
規
模
校
の
特
徴
生
か
す

「
２
分
ス
ピ
ー
チ
」５
年
間

岩見沢•中央小
冨樫  いずみ 教諭

富良野•樹海中
杉本  仁 教頭

函館西高
小牧  陽二郎 教諭

地
区
セ
ミ
ナ
ー
6
回
予
定

本
年
度  

推
進
協
議
会
が
総
会

実践報告表彰3校
　特色ある取り組み

2021 年（令和 3年）7 月 31 日
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北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

（
菊
池
安
吉
会
長
）
は
、
実
践

指
定
校
の
１
年
間
の
取
り
組
み

を
ま
と
め
た
２
０
２
０
年
度
実

践
報
告
書
を
発
刊
し
た
＝
写
真

＝
。20

年
度
の
指
定
校
は
小
中
高

と
短
大
の
計
36
校
（
日
本
新
聞

協
会
認
定
35
校
、
推
進
協
独
自

認
定
１
校
）。
実
践
報
告
表
彰

に
選
ば
れ
た
、
岩
見
沢
市
立
中

央
小
、
富
良
野
市
立
樹
海
中
、

８
月
の
第
26
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国

大
会
札
幌
大
会
の
実
行
委
員
会

（
菊
池
安
吉
委
員
長
）
の
第
２

回
総
会
が
「
書
面
決
議
」
で
行

わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
と
し
て
、
大
会
の

参
加
定
員
を
当
初
目
標
の
半
数

以
下
と
な
る
９
０
０
人
程
度
に

減
員
す
る
な
ど
の
変
更
案
が
承

第
５
回
「
大
学
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を

考
え
る
会
」（
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ

推
進
協
議
会
主
催
）
が
初
め
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
＝
写

真
＝
。
道
内
の
９
大
学
・
短
大

か
ら
教
員
が
参
加
。
旭
川
大
か

ら
は
学
生
４
人
が
、
授
業
づ
く

り
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
共

同
で
発
表
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め
３
月
８
日
、
２
年

ぶ
り
に
開
催
。
北
海
道
新
聞
本

社
（
札
幌
市
中
央
区
）
と
大
学

の
研
究
室
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
び
、約
20
人
が
参
加
し
た
。

旭
大
生
は
「
新
聞
を
活
用
し

た
地
域
学
習
」に
つ
い
て
発
表
。

新
聞
活
用
の
利
点
と
し
て
、
①

地
域
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
②
教
科
書
に
載

っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
―
な
ど
と
し
、
新
聞

は
授
業
づ
く
り
に
活
用
で
き
る

と
ま
と
め
た
。
一
方
で
、
学
生

に
と
っ
て
新
聞
は
身
近
な
物
で

は
な
い
と
も
述
べ
、
新
聞
を
多

面
的
、
多
角
的
に
活
用
で
き
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

教
員
か
ら
は
、
新
聞
の
一
覧

性
や
意
図
し
な
い
情
報
に
出
合

う
偶
然
性
の
有
用
性
や
、
授
業

で
の
考
察
の
手
が
か
り
が
得
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。
新
聞
を
購
読
す
る
学
生
が

少
な
い
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

２
０
２
０
年
度
は
、
多
く
の

大
学
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
が
増

え
た
。
当
初
は
授
業
準
備
の
苦

労
や
、
学
生
に
は
戸
惑
い
も
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
資
料
が
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
き
る
こ
と
や
動

画
を
活
用
で
き
る
こ
と
な
ど
の

利
点
も
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
授
業
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
意
見
も
交

わ
さ
れ
た
。

認
さ
れ
た
。

変
更
は
ほ
か
に
、
大
会
２
日

目
の
公
開
授
業
と
実
践
発
表
の

う
ち
計
10
コ
マ
程
度
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
配
信
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
、「
全
国
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
会
議
」
の
中
止
な
ど
。

議
案
は
５
月
７
日
、
委
員
ら

57
人
に
送
付
し
、
同
19
日
ま
で

に
過
半
数
の
43
人
か
ら
承
認
を

得
た
。

◇

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会

は
総
会
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
が
決
ま
り
、
実
行
委
メ
ン

バ
ー
に
も
報
告
さ
れ
た
。

函
館
西
高
の
３
校
を
は
じ
め
、

新
聞
に
親
し
む
環
境
作
り
を
目

指
し
た
新
規
校
や
、
６
紙
の
１

面
記
事
の
読
み
比
べ
を
行
っ
た

中
学
校
な
ど
、
各
校
の
実
情
に

添
っ
た
幅
広
い
内
容
に
な
っ
て

い
る
。

20
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
同
協
議
会
の
上
村
尚
生
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ

を
学
校
運
営
計
画
に
取
り
入
れ

全
校
で
取
り
組
ん
だ
り
、
複
数

の
教
諭
で
行
う
学
校
が
増
え

た
」と
話
し
て
い
る
。
Ａ
４
判
、

１
５
２
㌻
。
２
千
部
発
行
。
無

料
で
配
布
し
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
、
推
進
協
議
会
事
務
局

☎
０
１
１
・
２
１
０
・
５
８
０

２
、
フ
ァ
ク
ス
０
１
１
・
２
１

０
・
５
８
２
６
へ
。

２
０
２
１
年
度
の
道
内
実
践
指
定
校
が
決
ま
っ

た
。
日
本
新
聞
協
会
認
定
36
校
に
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ

Ｅ
推
進
協
議
会
の
独
自
認
定
２
校
を
加
え
た
38
校

＝
一
覧
表
参
照
＝
。
独
自
認
定
校
は
い
ず
れ
も
新

規
の
特
別
支
援
学
校
で
、
新
聞
協
会
認
定
の
継
続

校
と
合
わ
せ
て
特
別
支
援
学
校
は
３
校
と
な
り
、

道
内
で
は
支
援
学
校
へ
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

独
自
認
定
校
は
、
市
立
札
幌
み
な
み
の
杜
高
等

支
援
学
校
と
北
海
道
旭
川
聾
学
校
。
道
内
で
は
協

会
認
定
校
と
し
て
、
北
海
道
岩
見
沢
高
等
養
護
学

校
が
前
年
度
か
ら
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
札
幌
市
立
藤
野
中
学
で
は
特
別
支
援
学
級
で

授
業
に
新
聞
を
活
用
し
て
い
る
。両
校
の
実
践
は
、

８
月
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
札
幌
大
会
で
紹
介
さ
れ
る
。

本
年
度
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
は
、
日
本
新
聞
協

会
が
７
月
９
日
に
全
国
５
４
１
校
（
前
年
度
比
１

校
増
）
の
認
定
を
了
承
。
都
道
府
県
別
で
、
北
海

道
は
東
京
都
の
40
校
に
次
ぐ
学
校
数
に
な
っ
た
。

道
内
の
認
定
校
は
前
年
度
よ
り
１
校
多
く
、
新
規

校
は
同
４
校
増
え
14
校
だ
っ
た
。

一
方
、
推
進
協
の
独
自
認
定
校
は
前
年
度
よ
り

１
校
増
え
た
。

実
践
指
定
校
は
一
定
期
間
、
新
聞
協
会
加
盟
各

社
の
新
聞
が
無
償
で
提
供
さ
れ
授
業
で
活
用
す
る
。

道内実践指定校 本年度38校道内実践指定校 本年度38校

「
特
別
支
援
」3
校

Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
広
が
り

道
内
の
２
０
２
１
年
度
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校　
★
は
新
規
認
定
校

【日本新聞協会認定】
＜小学校＞
室蘭市立八丁平小学校
旭川市立末広北小学校
登別市立富岸小学校
夕張市立ゆうばり小学校
岩見沢市立中央小学校
札幌市立手稲宮丘小学校
札幌市立伏見小学校
★芦別市立上芦別小学校
★別海町立中西別小学校
★札幌市立桑園小学校
★札幌市立栄南小学校
＜中学校＞
札幌市立藤野中学校
札幌市立もみじ台中学校
音更町立緑南中学校
小樽市立北陵中学校
むかわ町立穂別中学校
むかわ町立鵡川中学校
札幌市立新川中学校
富良野市立樹海中学校
★美唄市立美唄中学校
★札幌市立北辰中学校★札幌市立北辰中学校
★札幌市立あやめ野中学校
★札幌市立真駒内中学校
★平取町立平取中学校
★浦幌町立上浦幌中学校
★函館市立銭亀沢中学校
＜高校＞
北海道函館西高校
札幌新陽高校
北海道札幌手稲高校
星槎国際高校帯広学習センター
北海道岩見沢高等養護学校
北海道科学大学高校
北海道野幌高校
★北海道釧路東高校
★星槎国際高校旭川
★北海道富良野高校

【北海道 NIE 推進協議会独自認定】
★札幌みなみの杜高等支援学校
★旭川聾学校

多
彩
な
実
践
紹
介

多
彩
な
実
践
紹
介

2020
年
度
版
報
告
書

年
度
版
報
告
書

全
国
大
会
実
行
委
が

全
国
大
会
実
行
委
が

総
会
総
会

旭
大
生
４
人
の
発
表
も

大
学
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
考
え
る
会
2年ぶり

2021 年（令和 3年）7 月 31 日
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日
本
新
聞
協
会
は
、
第
12
回

「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集

し
て
い
る
。
学
校
単
位
で
も
個

人
で
も
応
募
で
き
る
。

小
中
高
生
と
高
専
生
が
対
象

で
、
昨
年
９
月
９
日
～
今
年
９

月
７
日
の
新
聞
記
事
に
つ
い
て

家
族
や
友
人
ら
と
話
し
合
う
。

応
募
用
紙
に
記
事
を
貼
り
付

け
、
①
記
事
を
選
ん
だ
理
由
と

感
想
②
家
族
な
ど
の
意
見
③
話

し
合
っ
た
後
の
自
分
の
意
見
や

提
案
を
記
入
す
る
。

応
募
用
紙
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（h

ttp
s://n

ie.jp
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

〒
０
６
０
・
８
７
１
１
（
住
所

不
要
）
北
海
道
新
聞
社
Ｎ
Ｉ
Ｅ

推
進
セ
ン
タ
ー
内
の
北
海
道
Ｎ

Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
事
務
局
に
郵

送
す
る
。
９
月
８
日
必
着
。
問

い
合
わ
せ
は
同
事
務
局
☎
０
１

１
・
２
１
０
・
５
８
０
２
へ
。

　
◇
お
こ
と
わ
り
　「
Ｎ
Ｉ
Ｅ

実
践
奮
闘
記
」は
休
み
ま
し
た
。

漫
画
「
鬼
滅
の
刃
」
が
爆
発

的
な
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
。
劇

場
版
ア
ニ
メ
は
歴
代
の
興
行
収

入
記
録
を
塗
り
替
え
続
け
て
い

る
。
登
場
人
物
は
竈か

ま

門ど

炭た
ん

治じ

郎ろ
う

、
禰ね

豆ず

子こ

、
煉れ

ん

獄ご
く

杏き
ょ
う

寿じ
ゅ

郎ろ
う

―
。

抵
抗
な
く
読
め
る
の
は
、
日
本

の
少
年
・
少
女
漫
画
に
根
付
い

た
振
り
仮
名
文
化
の
お
か
げ
で

あ
る
。

欧
米
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は

表
音
文
字
だ
か
ら
、
つ
づ
り
を

見
れ
ば
だ
い
た
い
読
め
る
。
一

方
、
日
本
語
は
表
意
文
字
の
漢

字
と
表
音
文
字
の
平
仮
名
、
片

仮
名
が
絡
み
合
う
。い
き
お
い
、

読
み
方
の
難
し
い
漢
字
に
は
仮

名
を
振
る
こ
と
に
な
る
。
国
後

島
の
爺ち

ゃ

爺ち
ゃ

岳
、
韓
国
の
文ム

ン

在ジ
ェ

寅イ
ン

大
統
領
と
い
っ
た
具
合
だ
。
こ

の
小
さ
な
仮
名
を
、
印
刷
業
界

用
語
で
「
ル
ビ
」
と
呼
ぶ
。

明
治
時
代
、
英
国
で
は
活
字

の
大
き
さ
に
よ
り
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
」「
パ
ー
ル
」
な
ど
と
宝

石
の
名
前
を
付
け
て
い
た
そ
う

だ
。
日
本
で
振
り
仮
名
用
に
使

っ
て
い
た
活
字
の
サ
イ
ズ
が

「
ル
ビ
ー
」
に
近
か
っ
た
の
で
、

い
つ
し
か
振
り
仮
名
そ
の
も
の

を
ル
ビ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

ら
し
い
。
一
部
の
漢
字
だ
け
に

ぱ
ら
ぱ
ら
振
る
の
を
「
パ
ラ
ル

ビ
」、
す
べ
て
の
漢
字
に
振
る

の
を
「
総
ル
ビ
」
と
い
う
。

「
路
傍
の
石
」
な
ど
で
知
ら

れ
る
作
家
の
山
本
有
三
は
、
ル

ビ
を
毛
嫌
い
し
た
。
１
９
３
８

（
昭
和
13
）
年
に
出
版
し
た
本

の
後
書
き
で
「
も
じ
を
二
列
に

並
べ
て
書
か
な
け
れ
ば
、
い
っ

ぱ
ん
に
通
用
し
な
い
と
い
う
よ

う
な
国
語
が
、
ほ
か
の
国
に
あ

る
で
し
ょ
う
か
」「
近
ご
ろ
私

は
ル
ビ
を
見
る
と
、
黒
い
虫
の

行
列
の
よ
う
な
気
が
し
て
た
ま

り
ま
せ
ん
」
と
敵
意
を
む
き
出

し
に
し
た
。

山
本
が
貴
族
院
の
勅
選
議
員

と
な
っ
た
１
９
４
６（
昭
和
21
）

年
、
内
閣
は
「
当
用
漢
字
表
」

を
告
示
し
、
振
り
仮
名
は
原
則

と
し
て
使
わ
な
い
と
明
記
し

た
。
政
府
の
漢
字
施
策
に
強
い

影
響
力
を
持
っ
て
い
た
山
本

は
、
い
ず
れ
漢
字
を
全
廃
し
た

い
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、

思
惑
は
完
全
に
外
れ
た
。

い
ま
も
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
分
野
で
は

ル
ビ
が
大
活
躍
し
て
い
る
。

「
週
刊
ま
な
ぶ
ん
」「
北
海
道

小
学
生
新
聞
」
と
い
っ
た
こ
ど

も
新
聞
は
、
総
ル
ビ
を
採
用
し

て
い
る
。
児
童
に
は
な
じ
み
の

薄
い
時
事
問
題
で
も
す
ら
す
ら

読
め
る
し
、
漢
字
へ
の
抵
抗
感

が
薄
ら
ぐ
効
果
も
あ
る
。

反
対
に
、
一
般
紙
を
読
む
と

ル
ビ
を
探
す
の
に
苦
労
す
る
。

現
在
の
常
用
漢
字
表
は
、
振
り

仮
名
を
つ
け
て
表
外
字
を
使
う

こ
と
を
制
約
し
て
い
な
い
の
だ

が
、
実
際
は
難
読
の
人
名
・
固

有
名
詞
や
絨じ

ゅ
う

毛も
う

、
菩ぼ

提だ
い

と
い

っ
た
言
い
換
え
が
難
し
い
言
葉

な
ど
に
限
定
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
つ
い
て
も
、
多
く
の

報
道
機
関
は
「
蔓
延
」
を
「
ま

ん
延
」
と
表
記
し
て
い
る
。
常

用
漢
字
表
に
な
い
表
外
字
だ
け

を
平
仮
名
に
置
き
換
え
る
「
交

ぜ
書
き
」
で
あ
る
。

法
律
や
政
令
、
省
令
の
表
記

は
全
て
ま
ん
延
だ
。
内
閣
法
制

局
が
定
め
た
「
法
令
に
お
け
る

漢
字
使
用
等
に
つ
い
て
」
と
い

う
ル
ー
ル
に
従
う
と
、
蔓
延
は

使
え
な
い
の
だ
が
、
あ
く
ま
で

法
の
世
界
の
話
。
ま
ん
延
で
は

意
味
が
視
覚
か
ら
入
っ
て
こ
な

い
し
、
間
延
び
し
た
印
象
を
与

え
る
の
で
、
違
和
感
を
覚
え
る

一
般
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。

ル
ビ
を
活
用
す
れ
ば
、
使
え

る
漢
字
を
増
や
す
余
地
が
あ
る

と
思
う
。
活
字
離
れ
対
策
と
し

て
も
有
効
で
は
な
い
か
。

翻
っ
て
、
人
々
は
新
型
コ
ロ

ナ
に
歓
声
を
奪
わ
れ
、
孤
立
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
蔓
延
と
い

う
言
葉
自
体
、
忘
れ
去
ら
れ
る

日
が
来
れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
い

い
。

○…当推進協議会が、ＮＩＥ全国
大会札幌大会の主管団体となって約
2年。入念に準備を進めてきた大会
は、前回の東京大会と同様にオンラ
イン開催となった。夏の北海道行き
を楽しみにしていた、全国の教育関
係者の方々は、がっかりしたかもし
れない。
○…でも、今号で紹介した公開授

業、実践発表など大会内容を見てほ
しい。公開授業には、北海道の観光
をテーマにした授業がある。実践発
表も「アイヌ文化」「北海道の食」「日
本遺産・炭鉄港」など北海道の特色を
生かした内容がそろう。発表者は広
大な北海道の各地で活躍する教諭ら。

豊かな地域色も感じられるだろう。
○…「北海道らしさ」だけではな
い。広がりが望まれる学校図書館と
の連携や特別支援学校（級）での取
り組み。ＧＩＧＡスクール、情報通
信技術（ＩＣＴ）の活用はＮＩＥの
これからを見据える。
○…オンデマンド配信の公開授業
や実践発表をいかに分かりやすく、
魅力的にするか。準備作業は大詰め
を迎えている。札幌大会は全25プロ
グラム。「現地開催」では、時間的
に参加できる授業や発表に限界があ
るが、オンデマンドなら、じっくり、
好きなだけ視聴できる。この夏、爽
やかな北の大地を思いながら「北海
道のＮＩＥ」を満喫していただけれ
ば。（坂）

編集後記編集後記

共
同
通
信
社
札
幌
支
社
長　

高
橋　

茂

ルビの効用

総ルビを採用している各紙の子ども向け新聞

「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
」

「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
」

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

漢
字
に
慣
れ

漢
字
に
慣
れ  

Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
大
活
躍

Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
大
活
躍
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